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南アフリカ・ヨハネスブルグの
チャイナタウン―20年今昔物語――20年今昔物語―

　

二
〇
年
前
大
学
院
生
の
頃
、
私
は
三
年
四
カ
月
南
ア
フ

リ
カ
に
居
住
し
て
い
た
。
研
究
テ
ー
マ
は
「
ア
パ
ル
ト
ヘ

イ
ト
体
制
に
お
け
る
黒
人
居
住
区
の
開
発
問
題
」
で
あ
っ

た
は
ず
だ
が
、
南
ア
フ
リ
カ
に
到
着
早
々
、
恐
ら
く
翌
週

末
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
「
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
に
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
が
あ
る
」
と
き
き
、
私
の
足
は
早
速
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
に
向
か
っ
て
い
た
。

　

そ
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
は
、
今
日
オ
ー
ル
ド
チ
ャ
イ
ナ

タ
ウ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
住
ん
で
い
た
プ
レ
ト
リ
ア
か

ら
は
車
で
四
〇
分
ほ
ど
。
プ
レ
ト
リ
ア
―
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル

グ
間
の
高
速
道
路
を
降
り
て
、
カ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
（
車
両
強

盗
）
に
狙
わ
れ
な
い
よ
う
に
危
険
な
ヒ
ル
ブ
ロ
ウ
の
坂
を

猛
ス
ピ
ー
ド
で
駆
け
下
り
、
ア
フ
リ
カ
一
の
カ
ー
ル
ト
ン

タ
ワ
ー
横
を
抜
け
る
と
道
の
両
脇
に
漢
字
の
看
板
が
パ
ラ

パ
ラ
と
見
え
て
く
る
。
そ
こ
は
中
華
街
の
牌
楼
（
楼
門
）

も
な
い
小
さ
な
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
だ
っ
た
。

　

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
で
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
に
興
味
を
持
っ

た
の
は
生
活
上
の
必
要
性
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
日
本
人
経

営
の
食
材
店
よ
り
安
く
味
噌
、
醤
油
や
冷
凍
食
品
が
購
入

で
き
た
。
日
本
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
そ
っ
く
り
の
菓

子
や
飲
料
（
台
湾
製
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
）
も
購
入
で
き

た
。
そ
れ
に
学
生
時
代
、
第
一
外
国
語
に
中
国
語
を
選
択

し
、
中
国
同
好
会
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
「
中
国
好
き
な

私
」
な
れ
ば
こ
そ
ア
フ
リ
カ
ン
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
を
知
ら
ね

ば
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

オ
ー
ル
ド
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
に
は
一
〇
〇
年
前
、

一
八
〇
の
店
舗
や
事
務
所
が
軒
を
連
ね
て
い
た
そ
う
で
あ

る
が
、
二
〇
年
前
に
は
十
分
に
縮
小
し
て
し
ま
っ
て
い

た
。
そ
れ
で
も
「
台
北
人
超
市
（
ス
ー
パ
ー
）」「
瑞
興
行

商
店
」「
杜
省
（
ト
ラ
ン
ス
バ
ー
ル
州
）
中
華
會
館
」「
華

郁
旅
行
社
」
な
ど
馴
染
み
の
店
を
含
め
て
三
〇
軒
あ
ま
り
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は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
当
時
、
南
ア
フ
リ
カ
は
台
湾
と
の
外
交

関
係
が
あ
り
、
台
湾
人
移
民
や
台
湾
人
留
学
生
が
多
く
、
一
旗

揚
げ
よ
う
と
就
航
し
た
ば
か
り
の
チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン
に

乗
っ
て
く
る
人
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
私
は
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
に
通
っ
て
、
中
国
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
旧
正
月
や
一
〇
月

一
〇
日
の
雙
十
節
、
野
球
大
会
や
ミ
ス
チ
ャ
イ
ナ
・
サ
ウ
ス
ア

フ
リ
カ
（
世
界
の
中
国
系
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
南
ア
フ
リ
カ
予

選
）
に
顔
を
出
し
た
。

　

中
国
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
友
人
た
ち
の
喋
る
英
語
は
ジ
ョ
ー

バ
ー
グ
・
ア
ク
セ
ン
ト
（
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
な
ま
り
）
の
イ
ギ

リ
ス
系
南
ア
人
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
聞
く
と
こ
ろ

彼
ら
は
イ
ギ
リ
ス
系
の
中
学
高
校
に
通
い
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
大

学
や
ウ
ィ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
ズ
ラ
ン
ド
大
学
と
い
っ
た
国
内

ト
ッ
プ
大
学
を
卒
業
し
て
各
界
で
活
躍
し
て
い
た
。
友
人
ら
を

通
し
て
見
る
と
中
国
系
社
会
は
カ
ラ
ー
ド
や
イ
ン
ド
系
よ
り
白

人
社
会
に
同
化
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
み
え
な
か
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
彼
ら
の
住
ま
い
を
訪
ね
て
み
る
と
そ
の
親
、
祖
父
母

世
代
は
人
種
混
住
地
区
の
簡
素
な
家
に
住
ん
で
お
り
、
子
孫
の

白
人
社
会
同
化
に
い
た
る
道
の
り
が
推
し
量
ら
れ
た
。

　

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
で
は
二
〇
世
紀
は
じ
め
に
都
心
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
ス
ク
エ
ア
か
ら
北
西
と
西
側
に
向
か
っ
て
墓
地
や
衛
生

処
理
施
設
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
系
、
カ
ラ
ー
ド
、
黒
人
の
小
規

模
な
居
住
地
が
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
、
オ
ー
ル
ド
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
は
こ
の
ア
ジ
ア
系
・
カ
ラ
ー
ド
地
区
と
都
心
街
区
を
結
ぶ
場

所
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
時
を
経
て
子
、
孫
の
世
代

は
都
心
東
の
白
人
混
住
地
区
へ
と
静
か
に
移
動
し
始
め
る
。
ま

ず
東
に
隣
接
す
る
ド
ー
ン
フ
ォ
ン
テ
ィ
ン
、
そ
し
て
そ
の
東
隣

に
開
発
さ
れ
た
ビ
ズ
デ
ン
ホ
ー
ト
バ
レ
ー
、
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
、

ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
ビ
ュ
ー
な
ど
の
ユ
ダ
ヤ
系
と
南
欧
系
の
多
い

地
区
へ
と
定
住
し
て
い
っ
た
。
南
ア
フ
リ
カ
の
ま
ち
づ
く
り
に

風
水
は
関
係
な
い
と
思
う
が
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
で
も
プ
レ
ト
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リ
ア
で
も
日
本
と
逆
に
都
心
西
側
の
評
価
は
東
側
に
比
べ
て
低

め
で
あ
る
。
友
人
の
三
世
四
世
は
こ
の
よ
う
な
混
住
地
区
育
ち

が
多
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
老
華
僑
と
そ
の
子
孫
が
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
共
に
生

き
、
ま
た
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
都
市
の
な
か
で
息
を
ひ
そ
め
て
生

き
て
き
た
の
に
対
し
て
、
台
湾
系
移
民
の
扱
い
は
格
段
に
異

な
っ
た
。
旧
国
民
党
政
権
か
ら
歓
迎
さ
れ
、
居
住
地
区
分
で
は

名
誉
白
人
の
扱
い
を
受
け
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
の
サ
ン
ト
ン
、

プ
レ
ト
リ
ア
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
の
シ
ー
ポ
イ

ン
ト
な
ど
富
裕
地
区
に
居
住
し
て
い
る
者
も
少
な
く
な
か
っ

た
。
台
湾
系
の
不
動
産
購
買
力
の
高
さ
は
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
関

心
を
ひ
き
、
九
〇
年
前
後
に
は
移
民
向
け
の
不
動
産
開
発
構
想

が
南
ア
の
各
地
で
生
ま
れ
た
。
ク
ィ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
、
ス
プ
リ

ン
グ
ス
、
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ン
、
な
か
で
も
プ
レ
ト
リ
ア
か
ら
東
へ

五
〇
キ
ロ
の
ブ
ロ
ン
コ
ス
プ
ル
イ
ト
は
台
湾
系
移
民
向
け
の
不

動
産
開
発
が
具
体
化
し
た
。
ま
た
プ
レ
ト
リ
ア
の
南
に
隣
接
す

る
フ
ル
ヴ
ー
ル
ト
バ
ー
グ
（
現
セ
ン
チ
ュ
リ
オ
ン
）
は
香
港
系

移
民
向
け
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
南
郊
の
リ
ー
フ
デ
エ
ン
フ
レ
ー

デ
で
も
不
動
産
開
発
の
六
割
を
台
湾
系
向
け
に
販
売
す
る
計
画

が
た
て
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
調
査
で
ブ
ロ
ン
コ
ス
プ
ル
イ
ト
に
行
っ
て

み
た
。
そ
の
中
心
に
は
巨
大
な
仏
教
寺
院
が
そ
び
え
立
っ
て
い

た
。
台
湾
高
雄
の
仏
光
山
の
分
院
南
華
寺
で
あ
る
。
仏
教
学
校

「
ア
フ
リ
カ
仏
学
院
」
や
博
物
館
も
併
設
さ
れ
て
い
て
袈
裟
を

羽
織
っ
た
黒
人
僧
侶
が
中
国
語
を
操
っ
て
い
る
の
に
感
心
し

た
。
な
か
を
一
回
り
し
て
食
堂
で
湯
麺
の
昼
食
を
と
っ
て
い
る

と
中
国
語
で
話
し
か
け
ら
れ
た
。
た
ど
た
ど
し
く
返
す
と
、
プ

レ
ト
リ
ア
に
住
む
高
齢
の
台
湾
人
女
性
で
毎
週
奉
仕
作
業
に
来

て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
の
女
性
の
紹
介
で
僧
侶
に
も
お
会
い
し

仏
光
山
本
山
に
関
す
る
分
厚
い
本
を
い
た
だ
い
た
。

　

実
は
二
〇
年
前
に
も
、
台
湾
人
の
友
人
を
訪
ね
て
ブ
ロ
ン
コ

ブロンコスプルイトの街路には中国語の名称が付されている

プレトリアの東約50キロのブロンコスプルイトには台湾系移
民の投資を見込んだ不動産開発が進んだ

ヨハネスブルグ東郊シリルディンの
ニューチャイナタウンは住宅地商店
街に生まれた。初期の店舗は集合住
宅の1階に並ぶ



ス
プ
ル
イ
ト
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
鉱
山
会
社
の
社
宅
が
な

ら
ぶ
田
舎
町
に
し
か
み
え
な
か
っ
た
の
だ
が
、
当
時
台
湾
企
業
の

誘
致
拠
点
で
あ
っ
た
工
場
団
地
（
ク
ワ
ン
デ
ベ
レ
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド

の
飛
び
地
）
に
も
近
く
、
台
湾
人
居
住
者
が
い
た
。
町
で
は
台
湾

人
の
投
資
拡
大
と
移
民
増
加
を
見
越
し
て
二
㎞
×
一
㎞
ほ
ど
の
サ

バ
ン
ナ
が
宅
地
開
発
さ
れ
、
中
心
に
仏
教
寺
院
が
誘
致
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
区
画
街
路
に
は
中
国
語
名
称
ま
で
ふ
ら
れ
て
準
備
が

整
っ
た
と
こ
ろ
で
台
湾
と
国
交
が
絶
た
れ
、
投
資
、
移
民
は
激
減

し
た
。
現
在
は
空
地
、
空
き
家
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
る
。

　

ブ
ロ
ン
コ
ス
プ
ル
イ
ト
か
ら
車
を
飛
ば
し
て
約
一
時
間
で
ヨ
ハ

ネ
ス
ブ
ル
グ
の
新
し
い
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
に
着
く
。
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
通
り
に
中
華
食
材
店
、
ス
ー
パ
ー
、
鮮
魚
、
各
省
料
理
、

台
湾
風
喫
茶
、
書
店
、
建
築
事
務
所
、
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
、
診
療
所
、

歯
科
医
、
旅
館
、
下
宿
、
不
動
産
仲
介
、
タ
イ
料
理
ま
で
並
ぶ
。

こ
の
周
辺
に
中
国
系
が
三
万
人
住
む
と
い
わ
れ
て
い
る
。
調
査
中

に
お
世
話
に
な
っ
た
旅
館
も
こ
の
な
か
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
数
歩

の
軽
食
店
は
朝
六
時
か
ら
営
業
中
。
マ
ン
ト
ウ
、豆
乳
、油
条
（
揚

げ
パ
ン
）、茶
葉
蛋
（
煮
卵
）
の
朝
食
が
二
〇
ラ
ン
ド
（
一
八
〇
円
）

ほ
ど
だ
。
労
働
者
風
の
男
性
が
無
言
で
同
席
、
豆
乳
に
揚
げ
パ
ン

を
突
っ
込
ん
で
は
頬
張
り
、
急
い
で
出
勤
し
て
い
く
。
店
の
壁
に

は
求
人
広
告
が
多
く
、
不
動
産
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
広
告
も
張
ら

れ
て
い
る
。
私
の
馴
染
み
で
あ
っ
た
台
北
人
超
市
（
ス
ー
パ
ー
）

や
旅
行
代
理
店
も
危
険
な
都
心
か
ら
こ
ち
ら
に
移
転
し
て
い
た

が
、
経
営
者
の
友
人
は
帰
国
し
て
い
た
。
今
回
の
調
査
中
に
、
三

世
、
四
世
の
友
人
ら
の
多
く
は
、
民
主
化
と
移
行
期
に
将
来
を
不

安
に
思
い
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
国
外
へ
出
た
と
分
か
っ
た
。

　

遺
産
の
よ
う
に
の
こ
さ
れ
た
台
湾
寺
院
と
オ
ー
ル
ド
チ
ャ
イ
ナ

タ
ウ
ン
の
空
虚
な
空
間
を
見
な
が
ら
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
生
き

ぬ
き
、
ま
た
移
民
社
会
に
生
き
続
け
る
友
人
達
の
た
く
ま
し
い
生

き
様
に
敬
意
と
憧
憬
を
抱
く
の
で
あ
っ
た
。

よしだ　えいいち／横浜市立大学准教授

専門は地域振興論、都市研究。1991年から94年にかけてアパルト
ヘイト末期の南アフリカに滞在し、黒人社会支援に従事した。
近年はアフリカの中国人ビジネスと現地商人の競合に注目している。

ニューチャイナタウンの象徴と
なる楼門も2012年に完成予定

路上には、シリルディン中華街管
理委員会が衛生管理などのコンプ
ライアンスを呼びかける看板

街路中央の戸建ゾーンは店舗用途に
建て替えが進む。行政手続き事務所
や同業者組合も増えた。これら中国
風デザインの建物は土地利用法、建
築法規を超えてしまうこともしばし
ばで都市計画局を困らせている
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